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研究の目的・背景等

体内で発生する活性酸素種（フリーラジカル、一重項酸素等）による酸化ス
トレスが生活習慣病などの疾病要因になることが明らかとなり、活性酸素種
を消去する能力を持つ抗酸化成分（ポリフェノールやトコフェノール、カロ
テノイドなど）を含む食品の摂取が、体内の酸化ストレスを低減する可能性
に関心が高まっている。食品に含まれる抗酸化成分の体内での効果を明らか
にするには、まず食品そのものの抗酸化能を精度良く評価する必要があるが、
既存の評価法は値のばらつきが大きく、測定機関が異なると抗酸化能値の比
較評価ができなかった。

研究の概要

食品の抗酸化能として、ポリフェノールやトコフェロール等の持つ抗酸化能
である酸素ラジカル消去能(Oxygen radical absorbance capacity: ORAC)、な
らびにカロテノイド等の持つ一重項酸素消去能(Singlet oxygen absorption 
capacity: SOAC)を評価することとした。室間共同試験により、複数の測定
機関での値のばらつきが国際基準内に収まるように評価法を改良し、測定
者・機関が異なっても得られた抗酸化能値を比較できるようにした。
本成果は、食事由来抗酸化能の人体への効果の検証だけでなく、品種や栽

培方法の異なる農産物の評価、データベースの作成にも利用することができ
る。


